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と

う
じ
ょ

つ
ひ

ろ

お

東
条
碩
夫

並
み
い
る

ロ
シ
ア
の
名
指
揮
者
た

ち
の
中

で
も
、
ゲ
ン
ナ
ジ
ー

。
ロ
ジ

ェ
ス
ト
ベ
ン
ス
キ
ー
は
、
日
本
の
フ

ァ
ン
に
と
り
わ
け
愛
さ
れ
た
存
在
だ

っ
た
。

軽
快
な
リ
ズ
ム
の
曲
を
指
揮
し
た

時
に
は
、
い

つ
も
そ
の
最
後
の
音

ほ

合
わ
せ
て
客
席
を
振
り
向
き
、
両
手

を
拡
げ

て
肩
を
す
く
め
、

「
と
い
う

具
合

で
す
が
、
お
気
た
召
し
ま
し
た

か
な
？
」
と
い
う
顔
を
し
て
聴
衆
を

笑
わ
せ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
さ
せ

る
。
そ
う
い
う
明
る
さ
を
最
晩
年
ま

で
持

っ
て
い
た
人
だ

っ
た
。

名
指
揮
者

ニ
コ
ラ
イ

。
ア
ノ
ー
ソ

フ
を
父

に
モ
ス
ク

ワ
で
生
ま
れ

（
ロ

ジ

ェ
ス
ト

ベ

ン

ス
キ

ー

は

母

方

の

姓
）
、
モ
ス
ク

ワ
放
送
交
響
楽
団
を

は
じ
め
、
ボ
リ
シ

ョ
イ
劇
場
や
ソ
ビ

エ
ト
文
化
省
交
響
楽
団

（
の
ち
の
モ

ス
ク

ワ

。
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク

・
カ
ペ

レ
）
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム

・
フ
ィ
ル
、

Ｂ
Ｂ
Ｃ
交
響
楽
団
な
ど
、
多
く
の
オ

ー
ケ

ス
ト
ラ
の
芸
術
監
督
あ
る
い
は

首
席
指
揮
者
を
務
め
た
。
１
９
７
２

年
の
モ
ス
ク

ワ
放
送
響
と
の
来
日
で

は
、
作
曲
さ
れ

て
間
も
な
い
シ

ョ
ス

タ

コ
ー
ビ
チ
の

一
交
響
曲
第
Ｉ
番
」

を
大
阪

で
演
奏
、
そ
れ
が

こ
の
曲
の

国
外
初
演
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、

と
り
わ
け
印
象
深
い
出
来
事
と
し

て

記
憶
さ
れ
る
。

彼
が
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
か
ら
引
き
出

す
音
楽
は
、
厚
み
の
あ
る
重
低
音
を

基

盤

と

し

た

量

感

豊

か

な

音

響

構

築
、
色
彩
感

に
富
む
音
色
、
緊
迫
感

に
あ
ふ
れ
る
劇
的
な
高
揚
な
ど
を
大

き
な
特
色
と
し

て
い
た
。

日
本

で
は
１
９
７
９
年
以
降
、
読

売

日
本
交
響
楽
団
と
密
接
な
関
係
を

持
ち
、
し
ば
し
ば
客
演
し
て
多
く
の

名
演
を
残
し
た
が
、
近
年
の
演
奏
の

中

で
は
、
た
と
え
ば
チ

ャ
イ

コ
フ
ス

キ
ー
の
歌
劇

「
イ
オ
ラ
ン
タ
」

（
２

０
０
７
年
）
で
の
さ
ら
き
ら
し
た
色

彩
の
変
化
や
、
シ

ョ
ス
タ

コ
ー
ビ
チ

の

「
交
響
曲
第
１０
番
」

（
２
０
１
６

年
）
で
の
陰
ｍ
に
富
む
表
情
な
ど
は
、

私
た
ち
に
深
い
感
動
を
与
え
た
も
の

で
あ
る
。

日
本

で
の
最
後
の
指
揮
は
昨
年
５

月

の
読

響

と

の
ブ

ル

ッ
ク

ナ

ー

の

「
交
響
曲
第
５
番
」
で
、

こ
の
時
は

往
年
の
名
指
揮
者
シ

ャ
ル
ク
が
改
訂

し
た
珍
し
い
楽
譜
を
使
用
、
金
管
群

や
打
楽
器
群
を
輝
か
し
く
響
か
せ
、

フ
ァ
ン
を
熱
狂
さ
せ
た
の
だ

っ
た
。

あ
の
に
こ
や
か
な
風
貌
を
、
日
本

の
聴
衆

に
も
う

一
度
、
見
せ
て
も
ら

い
た
か

っ
た
。
　
　
釜
自
楽
評
論
家
）

‐６
日
、
８７
歳
で
死
去
（フ
写
真
は

２
０
１
７
年
５
月
１９
日
、
東
京

芸
術
劇
場
で
行
わ
れ
た
最
後
の

来
日
公
演
で

（
読
売
日
本
交
響

楽
団
提
供
）柔
和
な
人
柄

量
感
豊
か
な
音
楽


